
 

 

 

ＭＣＤ（Ｍａｃｈｉｎｅ Ｃｏｄｅ Ｄａｔａ)のシミュレート－ＩＣＡＭコントロール エミュレータ 

コントロール エミュレータ TM（CE）は、MCD (Machine Code Data) を読み込んで、マシンツール シミュレーション製品である Virtual 
Machine®の中で NCプログラムをシミュレートし検証するための ICAM社の
新しいソフトウェア製品です。 

プログラマが想定した工具パスをシミュレートする従来の APT ベースのシミュ
レーションとは異なり、CEはポストプロセッサによって生成されたMCDに対し
てマシンがどのように応答するかを表現することによって、より現実的なシミュ
レーションを可能にします。 

CEは、NCプログラム中のMCDと所定の動作との関連を定め、シミュレーショ
ン結果に基づいてNCプログラムを修正するという従来にはなかった強力な実
証手段をユーザーに提供します。 

CEはMCDを読み込み、CNCマシンおよびコントローラの動作をエミュレート
し、次のような優れた機能をユーザーに提供します:  

• MCDの正確さの実証  

• MCDで記述された実際の工具パスの検証  

• マシン/工具/パートの干渉チェック  

• デザインパートと MCD に基づくマテリアル リムーバル シミュレーション
の結果との比較  

コントロール エミュレータの機能とメリット 

コントロール エミュレータ － 統合 PSEの主要なコンポーネント 

統合PSEは、高度に統合化されたインタラクティブなソフトウェアソリューショ
ン － CAM-POST®、Virtual Machine®およびコントロール エミュレー
タ － の中で一連のポストプロセシング（P）、シミュレーション（S）およびエ
ミュレーション（E）を行なう新しい NCマニュファクチャリングの手法です。 

統合PSE環境ではNCプログラマは、NCプログラムをグラフィカルにシミュ
レートすることによって、MCD が実際の製造プロセスで使われる前に、干渉
やオーバートラベルなどの障害を検出することができます。このユニークな
シングルワークベンチのおかげでプログラマは、多大な費用が発生するマシ
ンツールの干渉やパートの欠陥の原因となるプログラムエラーを回避・修正
することができます。 

さらに統合PSEには、従来のソリューションにはないインプロセスあるいはオ
ンデマンド シミュレーション環境も組み込まれているため、NCプログラマの
生産性を改善し、マニュファクチャリング プロセスの効率を高めることにも寄与します。 

CAM-POST とのシームレスな統合 

ICAM CEは、ICAM社のポストプロセッサ開発ツールである CAM-POST と完全に一体化されています。そのため CEでも、マクロのト
レース、呼び出しスタックステータス、ステップごとの入出力制御、NC変数の監視・修正など、CAM-POSTから継承した先進的な機能を
利用することができます。 

ICAM CE / SIEMENS VNCK と Virtual Machine®との統合 

SIEMENS Virtual NC Kernel（VNCK）製品は、ICAM CE と協調して、SIEMENS SINUMERIK 840D コントローラの高度な機能
のすべてをシミュレートすることができます。VNCK には、実際の 840D コントローラで使われているモーションアルゴリズムと同じ NC
カーネルモーション ロジックを含包した SINUMERIK CNCの仮想的なコピーが含まれています。したがって、VNCKを使うことによっ
て、切削条件、軸の動き、干渉、ワークピースの形状、SIEMENS SINUMERIK 840D コントローラでの CNCマシンツールの動作など
に関して、信頼性の高い NCプログラムのエミュレーションを実現することができます。 

 



 

ポストプロセッサとコントロール エミュレータの効率的な開発 

CE は、CAM-POST を使って生成された既存のポストプロセッサから作成する
ことができます。その場合、CEはスタートアップ時、すなわち実行時に生成され、
その結果、ポストプロセッサに加えられたすべての変更が自動的に CE に反映
されます。 

CAM-POSTユーザーの学習カーブの短縮化 

CE で高度なカスタマイズを加える際に使うマクロは、CAM-POST と同じマクロ
言語を使います。定義されたすべての CODE レジスタと DATA レジスタは、直
感的に理解できる 2つのテーブルに表示されます。したがって、さまざまな要求
に応じるためのコンフィギュレーションの変更を容易に行なうことができます。 

コントローラ固有の高度な特殊シンタックスのサポート 

変数の定義、式の評価、条件分岐あるいは繰り返しなどの高度なコントローラ 
プログラミングに対処する際、SIEMENS 840DあるいはFANUC Macro Bの
特殊機能を認識するためにCEは、それぞれのプラグイン ライブラリにアクセス
します。ユーザー固有の特殊な要求に CE を対応させるため、ユーザーは、カ
スタム プラグイン DLLを開発することができます。 

実行時の柔軟性  

CEのMDI（Manual Data Input）コンソールを使って、実行時に任意の NC
コマンドブロックをキー入力したり、テキストファイルからインポートすることができ
ます。この機能を使うことによって、入力する MCD ファイルを変更したり、ポスト
処理そのものをやり直すことなく、さまざまなケースのデータを試行することがで
きます。  

コントロール エミュレータの主要な特徴  

CAM-POST との完全な統合 

• CAM-POSTポストプロセッサおよび Virtual Machine®モデルと同じデー
タベースに保存  

• QUESTを使って作成 

• CeRUNを使って実行・デバッグ 

• Virtual Machine®とのシームレスな統合  

QUESTビルダ 

• CE を既存のポストプロセッサを基準にして作成することも、独自に作成する
ことも可能  

• ポストプロセッサの標準質問モジュールで基本的な機能を定義  

• 特殊な要求には CEのカスタマイズ機能で対処  

• CAM-POSTのマクロ言語を使ってカスタマイズ 

CeRUN ランタイム  

• 充実したユーザーインターフェイスを持ったデバッガ 

• 変数や繰り返しや式が含まれた高度なMCDに対処するプリプロセッサ  

• SIEMENS 840Dおよび FanucのMacro Bプログラミング シンタックスの
サポート 

高度な NCプログラム機能のサポート 

• リニア/円弧/ヘリカル補間 

• 穴あけサイクル 

• 工具交換および工具事前選択 

• 工具長、工具径、フィクスチャ補正 

• スピンドル、クーラント、送り速度 

• サブプログラム（ベーシック） 

• 工具面（G17/18/19） 

• プログラムの単位系（G20/21） 

• アブソリュートおよびインクリメンタル ポジショニング（G90/91） 

• プログラム ドゥエル（G04） 

 

 

 


